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背景

目的

• 令和5年度 BIM/CIM原則適用、維持管理段階におけるBIM/CIM有効活用
• 災害対応強化のための情報システムの活用（GISとBIM/CIMの連携等）
• 多種多様なデータやシステムの統合による新たな価値の創出

① 維持管理段階におけるBIM/CIM活用事例（委員の実務経験に基づいた事例）
を調査・共有し、その効果や課題を把握すること

② NEXCO東日本で実際に運用する“危機管理GIS”を対象に、災害等緊急時に活用
するためのシステムやデータの要件を整理し、これらを統合・連携するための
方法を検討し、工数（費用）を例として試算すること

施設管理者が、新しい価値創出のために、BIM/CIM等を活用して
データ活用や連携を行う際の参考情報（方法、工数等）を提示

1.1 背景と目的
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１．はじめに



2005年頃、世界的に建築分野でBIM（Building Information Modeling）が浸透
2010年頃、国内では国土交通省がBIMの試行プロジェクトを開始
2012年頃、国土交通省がCIM(Construction Infomation Modeling)を提唱し試行開始。

参考：建設総合ポータルサイト けんせつPlaza 2014-04‐20 海外のCIM事情（その１）大阪大学 矢吹教授
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1.2 BIM/CIMとは

参考：初めてのBIM/CIM（国土交通省大臣官房 技術調査課）

• 建設生産ライフサイクル（調査、
測量、設計、施工、維持管理）
における一連の情報をデジタル
化し、活用・共有することで、
建設生産・管理システム全体の
効率化を目指すこと

• 情報とは、3次元モデルのみなら
ず、２次元図面や数量計算書、
点検記録等を含む

１．はじめに
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1.3 WG2におけるBIM/CIMの課題認識

No. 対象施設 課題の概要
1 高速道路構

造物
・データ容量が大きく納品や閲覧が不便、維持管理で活用できない
・設計段階でのBIM/CIM導入（制度）、ICT土工との連携、防災危機管理運用

2 道の駅 ・商用パッケージソフト依存（高価）
・緊急時活用のためには、現場スタッフを交えた日常時からの教育訓練が必要

3 水力発電施
設

・高さ方向の情報を必要としない面的な工事の場合は3Dモデルのメリットは無い
・電力における運用側（電気部門）とCIM運用の連携ができていない
・初期の理解度向上の効果を得た後の便益がイメージできない

4 直轄国道 BIM/CIMを維持管理で如何に活用するか（年々増加する老朽施設の更新作業の効率
化に貢献出来る方法は）

5 道路施設 ・施工・維持管理段階への引き継ぎ事項が明確でない（効率的でない）
・BIM/CIM効果の定量化ができない。
・維持管理段階のBIM/CIM活用における運用体制が不明確

6 橋梁，トン
ネル，舗装

・3次元モデル（BIMCIMモデル）の効果的な活用方針が明確でないこと

7 ICT活用工
事全般

BIM/CIMで作成した３次元設計データとICT活用工事で作成する３次元データでの
データ連携ができていない

• 各委員が担当した実務（設計や維持管理の事例）をベースに７施設毎の課題を広く共有
• このうち、より具体的な議論が可能な高速道路構造物、道の駅、水力発電施設を対象

１．はじめに
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2.1 事例１：高速道路（東日本高速道路株式会社）
■危機管理GIS（2022年から試行運用開始、2023年より本格運用中）
目的：災害等緊急時の状況を迅速に把握し、対応すること
概要：現場状況写真、地図、管理用平面図等の情報を一元的に表示
効果：情報の一元管理と迅速な意思決定、効率的な災害対応、リアルタイムの情報共有等

※GIS（Geographic Information System）：位置に関する情報を持ったデータ（空間データ）を総合
的に管理・加工し、視覚的に表示することで高度な分析や迅速な判断を可能にする技術。

課題：データ連携（断面図・構造図、3次元モデル、点群、災害・補修履歴等）

２．維持管理段階におけるBIM/CIMの活用事例調査
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2.1 事例１：高速道路（東日本高速道路株式会社）
■全周囲道路映像システム（2018年から試行導入、2020年から本格導入）
目的：発災前の状況確認、構造物の規模や特徴の確認等
概要：全周囲道路映像を閲覧できるシステム
効果：施工計画の立案、資産管理の効率化、効率的な維持管理など

映像内の
どの位置
でも計測
可能 災害履歴も

タグとして
登録可能

課題：データ連携（断面図・構造図、3次元モデル、点群、災害・補修履歴等）

２．維持管理段階におけるBIM/CIMの活用事例調査
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2.1 事例１：高速道路（東日本高速道路株式会社）
■補修工事における簡易的な3D-CADの活用
目的：補修工事における設計内容の確認等
概要：簡易的な3D-CADや電子記録の活用
効果：補修箇所や塩害箇所把握の効率化、職員の理解度の向上 等（実用化された場合）

２．維持管理段階におけるBIM/CIMの活用事例調査

課題：発注者への引き継ぎ（現状は、必要な工事記録しか引き継がれない）



2.2 事例２：道の駅（パシフィックコンサルタンツ）
■3次元モデルを活用した施設管理システム（2021年～）
目的：災害等緊急時の状況を迅速に把握し、対応すること
概要：3次元モデルと施設管理台帳データを連携（API連携）
効果：故障の原因追及の迅速化、検索の省人化・省力化 等

課題：設計・施工情報との連携や正確な属性情報の付与

２．維持管理段階におけるBIM/CIMの活用事例調査



2.3 事例３：水力発電施設（電源開発株式会社）

水中ドローン調査前の事前検討例

■水力発電施設における3Dモデルの活用
目的：水中ドローン調査前の事前検討に活用すること
概要：保守段階における3次元モデルの活用
効果：直接立ち入ることができない領域における効果的な動線検討

課題：点検データ等との連携

２．維持管理段階におけるBIM/CIMの活用事例調査



維持管理段階におけるBIM/CIMユースケース

施設
管理者
（発注
者）

施工者
（受注
者）

施設
管理者

施設
管理者
施工者
（受注
者）11

2.4 BIM/CIM適用の現状と課題

高速道
路

道の駅

水力発
電施設

危機管理GIS

全周囲道路映
像システム

活用シーン
（維持管理上の課題）

維持管理段階におけるBIM/CIM：インフラ維持管理・運営段階で扱うデータ(3次元モデル等）の集合体

活用システム その他活用
シーン（案）活用上の課題

3Dモデルと
連携した維持
管理システム

対象
インフラ

3次元モデル
と属性情報

機器設備類（浄化槽、ろ過
設備、配管等）における故
障原因追及（事後保全）

災害等緊急時の状況把握
の迅速化

断面図や構造図、３次元
データ、災害・補修履歴
と未連携

タグ情報（災害履歴等）の
不足

設計・施工情報の不足、
不正確な属性情報等

３Dモデル

３Dモデル

360度写真

GIS

点検データとの連携

簡易的な3D-
CAD

３Dモデル
必要な工事記録以外発注
者に引き継がれない

・システム
・データ
・連携

・データ
・連携

・データ
・連携

・データ
・連携

補修工事の過去情報を踏ま
えた補修計画立案

システム ユーザ
実例

• 住民説明や関係者協議に
活用

• 属性付与をせず、記録は
従来システムを活用

• 複雑な個所での活用
• 大規模修繕工事での活用
• 巡回（定期点検）、除
草・剪定、除雪、舗装調
査・補修、防災対策、交
通事故、落下物、道路緊
急ダイヤルへの活用

• 三次元点群データを道路
土工構造物点検への活用

• 道の駅の現在の状況をエン
トランスでのデジタルサイ
ネージ又は、専用アプリに
てお客様へ周知する

• 遠隔臨場における三次元点
群データの活用

• 既設機器の管理に活用
• 三次元点群データの活用

• 点検の自動化
• 計画・設計に係る検討の
省力化

• ・関係者との合意形成
水中ドローン調査（調査前の
事前検討と調査結果の確認）

• 具体的な３つのユースケースから得られた現状と課題を整理

２．維持管理段階におけるBIM/CIMの活用事例調査



2.4 BIM/CIM適用の現状と課題

活用シーン
（維持管理の課題）

活用システム 

その他活用シーン
（案）

活用上の課題

高速道路

道の駅

水力発電
施設

データ

情報シ
ステム

連携方
法

維持管理で必要なデータは？
・維持管理段階で収集すべきデータ
・設計・施工段階で引き継がれるべきデータ
・設計と現地状況との整合性をどう図るか

維持管理段階で必要なシステム・アプリは？
・ユーザ（管理者、一般利用者など）
・GUI

前半の議論

維持管理段階におけるBIM/CIM活用事例を
調査・共有、その効果や課題の把握

システムやデータ連携の方法は？
・API連携、ファイル連携、リンク連携など

後半の議論

データ、システム、連携方法について
NEXCO東日本が実際に運用している
“危機管理GIS”を対象に具体的に議論

高速道路

• 具体的な３つのユースケースから得られた現状と課題を整理

２．維持管理段階におけるBIM/CIMの活用事例調査
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3.1 検討の目的と対象

■対象の選定理由
• 土木構造物であり、土木分野におけるBIM/CIM有効活用の検討がしやすいこと
• 多種多様なシステムやデータの統合による新たな価値創出が期待されていること
• 高速道路管理は、自然災害に対する迅速かつ効果的な対応が期待されていること

■検討対象
• 構造物：高速道路
• 管理者：NEXCO東日本（首都高、NEXCO中・西は対象外）
• 場面：特に災害等緊急時（平常時は対象外） ⇒ 緊急時の迅速な対応（価値）
• システム：危機管理GIS

■検討の目的
• 実際のフィールドで利用されているシステムやデータを対象に、災害等緊急時
に活用するためのシステムやデータの要件を整理し、これらを統合・連携する
ための望ましい方法を検討し、工数（開発費用）を試算すること

他の施設管理者が、新しい価値創出のために、BIM/CIM等を活用して
データ活用や連携を行う際の参考情報（方法、工数等）を提示

３．災害等緊急時における情報システムの検討
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道路管理者 （応急復旧工事実施者） お客さま
・被災状況
⇒写真、概要（テキスト）

・現地状況（被災前）
⇒図面、航空写真

・どれくらいで復旧できる？

・素因・誘因
⇒地形・構造上の特色
⇒図面、地形図、土質地質、
構造概要
⇒気象状況（雨・雪・風）
⇒点検や補修履歴
⇒類似箇所

・必要資機材
⇒手持ち機材以外は手配
⇒規模に応じて作業員も

・どれくらいかかる？

どうやって直す？
・対策工法検討
⇒特殊機材や資材必要？

・通行可能情報（不可能情
報）通れるの？

・迂回方法（他の道は？）

・通行可能見込み（いつ開
通？）

①

②

③ ④

⑤

 人的資源・資機材を
有効活用できるか・

 復旧時間の見積もり
を立てられるか？

がポイント

3.2 災害等緊急時における情報システムの要求と現状
• 災害時に求められる判断や意思決定のポイント
⇒ 人的資源・資機材を有効に活用できるか？復旧時間の見積もりを立てられるか？

３．災害等緊急時における情報システムの検討
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• 災害時に求められる判断や意思決定のポイント
⇒ 人的資源・資機材を有効に活用できるか？復旧時間の見積もりを立てられるか？

３．災害等緊急時における情報システムの検討

3.2 災害等緊急時における情報システムの要求と現状



ユーザ 必要な判断・情報 情報取得の
迅速性 情報の正確性 現時点の課題

（作業の手間）

管理者

• 現時点の交通運用マネジメン
ト（現場の状況写真等）

• 復旧方法・規模検討（発災前
状況、災害・補修履歴 等）

• お客様の被災状況の確認（Ｉ
ＴＶカメラ、パトロールカー
記録等）

• 天候状況の把握

リアルタイムに
近い

• 位置情報：ほぼ正確に
必要

• 復旧方法、規模の検討
のできる情報：ある程
度正確であればよい

横断図、構造図、
施工データ、災
害補修履歴は
GISに連携して
いないため、別
途探す必要あり

応急復旧工
事実施者

• 応急復旧方法、規模
• 資材の把握

管理者が応急復
旧方法を確定後
速やかに取得

• 応急復旧方法、規模：
方法は確定、規模はあ
る程度正確であればよ
い

ー

管理者⇒一
般ユーザ

• 生じた事象
• 位置
• 通行可否

リアルタイムに
近い

• 生じた事象：事故・災
害等

• 位置：ＩＣ間、上下線
• 通行可否：通行止め、
速度規制

ー

一般ユーザ
⇒管理者 • 被災状況（事故、ケガ等） リアルタイムに

近い
• 被災場所と状況をある
程度正確に必要 ー
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• 人的資源・資機材を有効に活用できるか？復旧時間の見積もりを立てられるか？
⇒ 現状：管理者は迅速に情報を取得し判断する必要、しかしデータは一元化されていない

３．災害等緊急時における情報システムの検討

3.2 災害等緊急時における情報システムの要求と現状



現在の保存状況 必要な書類 件数 データ量 データ形式

点検システム 点検データ 2000万件 5TB ＣＳＶ

工事情報共有・保存シス
テム 補修データ 40万件 5TB PDF、TIFF、CAD、エクセル、

ワード

部門サーバ ３次元データ 4万地点 10TB RVT、DWG

部門サーバ 災害履歴 4万地点 10TB エクセル、ワード

技術情報サービス 調査関係資料 40万件 5TB PDF、TIFF、CAD、エクセル、
ワード

技術情報サービス 設計関係資料 40万件 5TB PDF、TIFF、CAD、エクセル、
ワード

図画像管理システム 管理用図面（2次
元）

500GB/10MB=5万
件 500GB TIFF、CAD

全周囲道路映像システム 現場写真 400万地点 500TB izic（画像系の独自拡張子）

部門サーバ 資機材データ 800件 1GB エクセル

3.3 災害等緊急時における情報システム：連携データ
• 危機管理GISと連携したいデータ（件数、容量、形式）とその保管先（システム）
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３．災害等緊急時における情報システムの検討



危機管理
GIS

【属性情報】
• 気象情報、SNS情報
• 点検履歴、補修履歴、災害履歴、平常・災害時状況等

アプリ

活用場面 災害等緊急時の情報把握

情報検索アプリ

【図形情報】
• 地理院地図・地形図、航空写真・衛星画像、路線図
• 点群(las等)、BIM/CIM(rvt等) 等

DB

【点検システム】

【部門サーバ】

【工事情報共有・保存シス
テム】(k-cube2)

補修データ
（PDF,TIFF,CAD,EXC
EL,WORD,5TB）

※赤字：現在未連携の情報

・・
・

【技術情報サービス】

【図画像管理システム】【全周囲道路映
像システム】

（TIFF、CAD 500GB）（izic，500TB） （CSV，5TB）

（EXCEL,WORD 10TB）

点検データ
（文書や写真）

災害履歴
（参考書類）

（RVT、DWG等,10TB）

調査関係資料（PDF,TIFF,CAD,EXCEL,WORD, 5TB）
設計関係資料（PDF,TIFF,CAD,EXCEL,WORD, 5TB）

現場写真
詳細図 等

資機材データ
（EXCEL,1GB）

３次元デー
タ(位置)

点検データ
（位置と属性）

災害履歴
（位置と属性）

３次元
データ

管理用図面

3.3 災害等緊急時における情報システム：連携システム
• 危機管理GISと連携したいデータ（件数、容量、形式）とその保管先（システム）

３．災害等緊急時における情報システムの検討

現状は各システムが独立
（未連携）



連携パ
ターン 内容 主なメリット 主なデメリット

①リンク
連携

GIS データの属性
テーブルに関連す
るファイルのURL
を記入し、リンク
をクリックして
ファイルを開く

• 【汎用性・操作性】リンク
を連携するのみで、GIS 上
に格納され操作しやすい

• 【容量・形式】GIS側のファ
イル形式やファイルサイズ
を気にせずに参照が可能

• 【ネットワーク】ファイルの格納先
が web サービスでないと難しい

• 【認証】認証の連携が必要
• 【運用保守】リンク切れの対応など

③GISデー
タへ変換

GIS のフィーチャ
にファイルを添付

• 【一覧性】GISデータに変換
することにより、一覧性が
高まる

• 【変換・操作性】データ形式やデー
タサイズによって、変換や閲覧に時
間がかかる

②ファイ
ル連携

他ソフトで作成さ
れたファイルや
DBなどから吐き
出されたファイル
を変換

• 【汎用性・操作性】汎用性
が高く、GIS上に格納され操
作がシンプル

• 【変換】ファイル変換の処理が必要
• 【開発コスト】定期的に処理を行う
場合はバッチプログラムを作成

• 【データ管理】既存システムでデー
タがある場合は2重管理

④API 連携 ArcGIS または他シ
ステムから提供さ
れているAPI を利
用し、連携する

• 【きめ細かな連携】日時
バッチでの連携可。GISで取
り込み可能なフォーマット
形式で出力されるAPIもある

• 【開発コスト】API の製造に費用が発
生

• 【運用保守】APIの仕様変更が発生す
る場合はメンテナンスが必要

• ESRIジャパン協力のもと、GISとデータを連携する一般的なパターンを整理

3.3 災害等緊急時における情報システム：連携方法
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• NEXCO東日本のシステムやデータ毎に好ましい連携方法を選定
• 基本的に、操作性や連携容易性の観点から“①リンク連携”や“②GISデータ変換”がよい
• ただし、リンク連携は更新性、GISデータ変換は操作性などの観点から課題はある

3.3 災害等緊急時における情報システム：連携方法
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システム
名

データ概要 連携方法

種別 件数 容量 形式
①リ
ンク
連携

②
GIS
変換

③
ファ
イル
連携

④API
連携 推奨理由

点検シス
テム

点検デー
タ

2000
万件 5TB ＣＳＶ ◎ ◎ ○ ー ・位置情報が入っているcsvファイルがあるため、「GISデータへ変換」する方法を推奨

・関連データは、ポップアップ画面から閲覧できる「リンク連携」を推奨
工事情報
共有・
保存シス
テム

補修デー
タ

40万
件 5TB

PDF、TIFF、
CAD、xlsx、
docs

◎ ◎ ○ ー ・CADデータは、GISデータに変換するため、「GISデータへ変換」する方法を推奨
・その他のデータ形式は、ファイル件数も多いため、「リンク連携」を推奨

図画像管
理システ
ム

管理用図
面（2次
元）

5万件 500GB TIFF、CAD ◎ ◎ ー ー
・CADデータは、GISデータに変換するため「GISデータへ変換」する方法を推奨
・TIFFデータは、ポップアップ画面では閲覧不可ため、「リンク連携」を推奨

全周囲道
路映像シ
ステム

現場写真 400万
地点 500TB

izic（画像系
の独自拡張
子）

◎ ー ー ー ・該当地点の映像を参照可能な「リンク連携」を推奨

技術情報
サービス

調査関係
資料

40万
件 5TB

PDF、TIFF、
CAD、xlsx、
docs

◎ ◎ ○ ー ・CADデータは、GISデータに変換するため、「GISデータへ変換」する方法を推奨
・その他のデータ形式は、ファイル件数も多いため、「リンク連携」を推奨

設計関係
資料

40万
件 5TB

PDF、TIFF、
CAD、xlsx、
docs

◎ ◎ ○ ー ・CADデータは、GISデータに変換するため、「GISデータへ変換」する方法を推奨
・その他のデータ形式は、ファイル件数も多いため、「リンク連携」を推奨

部門サー
バ

３次元
データ

4万地
点 10TB RVT、DWG ー ◎ ー ー ・RVTやDWGファイルは、3Dデータとして変換、表示可能なため、「GISデータへ変

換」する方法を推奨

災害履歴 4万地
点 10TB xlsx、docs ◎ ー ○ ー ・ファイル件数も多く、ファイル連携ではダウンロードが必要となるため、「リンク

連携」を推奨
資機材
データ 800件 1GB xlsx ◎ ー ○ ー ・ファイル件数も多く、ファイル連携ではダウンロードが必要となるため、「リンク

連携」を推奨



WEB
GIS 【属性情報】

• 気象情報、SNS情報
• 点検履歴、補修履歴、災害履歴、平常・災害時状況等

アプリ

活用場面 災害等緊急時の情報把握

高速道路上の交通
流監視アプリ

高速道路構造物の
状態監視アプリ

閉鎖区間等監視・
迂回路提案アプリ

被災状況画像解析
アプリ

【図形情報】
• 地理院地図・地形図、航空写真・衛星画像、路線図
• 点群(las等)、BIM/CIM(rvt等) 等

被災状況3D解析
アプリ

DB

【点検システム】

【部門サーバ】

【工事情報共有・保存シス
テム】(k-cube2)

補修
データ
（CAD）

※赤字：現在未連携の情報

・・
・

【技術情報サービス】

【図画像管理システム】【全周囲道路映
像システム】 点検データ

（文書や写真、
PDF,JPEG等）

災害履歴
（（EXCEL,WORD
）

調査関係資料
設計関係資料
（PDF,TIFF,EXCEL,WO
RD）

現場写真
(IZIC)

参考資料
(PDF等)

資機材データ
（EXCEL）

点検データ
（位置と属性、 
（CSV）

３次元データ
（RVT、DWG）

管理用図
面
(CAD)

• NEXCO東日本のシステムやデータ毎に好ましい連携方法を選定

3.3 災害等緊急時における情報システム：連携方法
３．災害等緊急時における情報システムの検討

調査関係資料
設計関係資料
（CAD,）

①リンク連携

補修
データ
（PDFな
ど）

②GISデータへ変換

情報検索アプリ



• システムやデータ毎にリンク連携・GISデータ変換を想定し見積り（400～700万円）
• 見積りは、要件定義、基本設計、製造、セットアップ、テスト、ドキュメント作成を含む
• データ件数、データ形式（CADか否か）によって、基本設計・製造・テストの工数が変動

3.3 災害等緊急時における情報システム：連携方法
３．災害等緊急時における情報システムの検討

システム名
データ概要

連携方法
概算見積

種別 件数 容量 形式 費用 留意事項

点検システ
ム

点検デー
タ

2000
万件 5TB ＣＳＶ

・GISデータへ
変換
・リンク連携 500万円

・位置情報が入ったcsvファイルのポイント化については、比較的短時間で実施可
能：100件あたり：5分程度
・2000万件のデータ公開は、ESRIジャパン株式会社での対応実績がないため、
「ビックデータストア」などを入れて、対応する必要あり

工事情報共
有・
保存システ
ム

補修デー
タ

40万
件 5TB

PDF、TIFF、
CAD、xlsx、
docs

・GISデータへ
変換
・リンク連携 700万円

・CADデータについては、位置情報をもっているデータとする：1件あたりのデー
タ変換：10分とする
・リンク連携をするにあたり、データと関連するリンクの対照表が用意されている

図画像管理
システム

管理用図
面（2次
元）

5万
件 500GB TIFF、CAD

・GISデータへ
変換
・リンク連携 540万円

・CADデータについては、位置情報をもっているデータとする：1件あたりのデー
タ変換：10分とする
・リンク連携をするにあたり、データと関連するリンクの対照表が用意されている

全周囲道路
映像システ
ム

現場写真
400
万地
点

500TB
izic（画像系
の独自拡張
子）

・リンク連携 480万円 ・リンク連携をするにあたり、データと関連するリンクの対照表が用意されている

技術情報
サービス

調査関係
資料

40万
件 5TB

PDF、TIFF、
CAD、xlsx、
docs

・GISデータへ
変換
・リンク連携 660万円

・CADデータについては、位置情報をもっているデータとする：1件あたりのデー
タ変換：10分とする
・リンク連携をするにあたり、データと関連するリンクの対照表が用意されている

設計関係
資料

40万
件 5TB

PDF、TIFF、
CAD、xlsx、
docs

・GISデータへ
変換
・リンク連携 660万円

・CADデータについては、位置情報をもっているデータとする：1件あたりのデー
タ変換：10分とする
・リンク連携をするにあたり、データと関連するリンクの対照表が用意されている

部門サーバ

３次元
データ

4万
地点 10TB RVT、DWG ・GISデータへ

変換 1320万円
・RVT、DWGデータについては、位置情報をもっているデータとする：1件あたり
のデータ変換：10分とする
※GIS上での表示にあたっては、AutoDesk社 BIM360を入れていただくのも推奨

災害履歴 4万
地点 10TB xlsx、docs ・リンク連携 420万円 ・リンク連携をするにあたり、データと関連するリンクの対照表が用意されている

資機材
データ

800
件 1GB xlsx ・リンク連携 400万円 ・リンク連携をするにあたり、データと関連するリンクの対照表が用意されている



WEB
GIS 【属性情報】

• 気象情報、SNS情報
• 点検履歴、補修履歴、災害履歴、平常・災害時状況等

アプリ

活用場面 災害等緊急時の情報把握

高速道路上の交通
流監視アプリ

高速道路構造物の
状態監視アプリ

閉鎖区間等監視・
迂回路提案アプリ

被災状況画像解析
アプリ

過去の点検・補修
履歴検索アプリ

【図形情報】
• 地理院地図・地形図、航空写真・衛星画像、路線図
• 点群(las等)、BIM/CIM(rvt等) 等

被災状況3D解析
アプリ

DB

【点検システム】

【部門サーバ】

【工事情報共有・保存シス
テム】(k-cube2)

補修
データ
（CAD）

※赤字：現在未連携の情報

・・
・

【技術情報サービス】

【図画像管理システム】【全周囲道路映
像システム】 点検データ

（文書や写真、
PDF,JPEG等）

災害履歴
（（EXCEL,WORD
）

調査関係資料
設計関係資料
（PDF,TIFF,EXCEL,WO
RD）

現場写真
(IZIC)

参考資料
(PDF等)

資機材データ
（EXCEL）

点検データ
（位置と属性、 
（CSV）

３次元データ
（RVT、DWG）

管理用図
面
(CAD)

• 開発費（約5,680万円:運用含まず）をかけてシステム・データ連携⇒緊急時の迅速な対応

3.4 災害等緊急時における情報システム：今後の課題
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調査関係資料
設計関係資料
（CAD,）

①リンク連携

補修
データ
（PDFな
ど）

②GISデータへ変換

500万円 700万円480万円 540万円

660万円 660万円1320万円420万円 400万円



まとめ１

まとめ２

• ３つのBIM/CIM活用事例（高速道路、道の駅、水力発電施設）を基に効果や課題を調査
• BIM/CIMの有効活用における課題を、以下の3つのカテゴリに分類
① データ（データ不足、データの正確性が不足しているなど）
② 情報システム（新たな価値を生み出すアプリケーションなど）
③ 連携方法（データ連携のためのパタンや工数など）

• これらの課題解決が、維持管理段階におけるBIM/CIM有効活用につながる可能性を検討

• NEXCO東日本の高速道路を対象に、災害等緊急時に求められる管理者の迅速なリソース
（人や資機材等）の活用方針や復旧時間の見積もりといった判断に寄与する、①データ、
②情報システム、③データ連携を議論

• 災害時の判断のポイントやそれに必要なデータやシステムについて整理
• 一般的なGISへのデータ連携方法（①ファイル連携、②リンク連携、③GISへの変換、④

API連携）の特徴を整理し、今回のケースにおける好ましい連携方法を選定
• 災害等緊急時の迅速な情報検索の場面を想定し、実際に運用するシステムやデータ仕様
に基づきシステム・データ連携の構成を検討した結果、5,680万円の見積りを得た

4 おわりに

他の施設管理者が、新しい価値創出（災害等緊急時の迅速な対応）の
ためにBIM/CIM等を活用して、データ活用や連携を行う際の参考情報を提示
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